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ヨ，月ee　［llなu。其の際の内郭温正寝己は外温ll3度（監つの　　　げ次の如し。

時、11　鵬：；7度、21韻よ38臓、311嬉よ隔度、4Flllは　　　賑繭の繊維田良靱にして製綜中落繭少琶こa。

36度なりき、；iisc乾にして（100彫IO似目的）繰紡試　　　2、懸枠の1剛鵯抵くして・工臼の製綿工租約1害り左

瞼せりo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tsるこ2二〇

　∠k繭「疏は殺蜥1研1・こ比し概して不良の成績歪示し、　　　3、歩止り5－1．eタ6大なること。

叉1萬粒甑と2萬粒減とは生繭1・W：にありてはi．萬粒　　　4、工費を澱じイ’IS’ることo

Vtrl　v）方灘に優麟戯察髄赤し識轍｛は」’と撫　　阻絹伽して」・貰・あり・光漸驚らず卍綱斗／IL

りと礁、典の露は倣少なり。　　　　　　　　　　　　　にして譲器弾力なし。フ1くにて収縮する飲1鵠liあり。

　而して最も侮良なりしは殺蜥1・蔦粒1・lllにして、生　　　柞羅繭の繰解に關する化攣蘭研究鰯告

繭2萬粒慣最亀劣れり・　　　　　　　　　　　　　板創蒲鵬　漏鐡中試1，1ik第：珂　i；の2、：tor）　一一

柳圃繭と柞翻繭との上ヒ較i試験成縮酪告　　　　　　　　　　　コ，1男買（1　，｛｝：1、｛3）

河田糊艮満鐡中試報｛才‘：嚇の2、“7－一　本・1｝撒輔の1齢・外llq1川酸の成分剛礎・繍

　工00頁（191・D　　　　　　　　　　　　　　　　　　の溶解」lkl　｝：製紳11に想るi爾繊糸ili¢）鱗化鯨衛期かにせ

翻陵脈儲せる柳蹴と櫟、1胴髄脈備　脇釧・して調じ瀦・・より磯1鯉馳た畷
せ琳灘との繍識朧行せる系1ヤ勲次酬く　獅湖乏（購279・瓢購191（聯」ゆ「欄
欝日載せリ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製綜業と化墨と略内響露二蝶し’く・」L鰍蔚の方薪轡の

1、躍繭は欄繭砒し鋤淋血辮・に於て2姻　；齪移婆柵泄る違・以て・ぞ鞘謝遙制少蜘・

　分多し。其の原因とする所、罰潜は後蔚に比し繭　　　木H乏告のd少録は省略することと蘭り。

騨めて駅して、鳳騨ll・不圃少く、繍朔　　侃斜葡・蒲蜘して獺輔蜥幟分の」勲
　れ易き薦の上都は棚めて懸暦難一瞭れば、繰綜に　　　み次に典の大要詑抄efk・i，bん。

際し屑物鶴ず賦砂きは、抑・輪るも峨　　欄繭の鯉勘塁駄るに御て錨綴の鰍分

　り。　　　　　　　　　　　噸1触る髄ある蝉漣発翻せる系裸・次の如
2、柳獄綿と柞鐡糸糸とにつき其の色灘を検するに、　　　　しo

瀦。後者砒し多粥働榔・・｛頃脚・　＼遡項　・1・乞繍御欝獅

讐慰び警鵬雛歳訊羨灘誕製叢募il　慣別＼＼馨薪禰「齋戴

　差異を認めず。　　　　　　　　　　　　　　　　　　干　　　　　蜥　　5・娼　　雲s・償　　9・25　　0・74

3、蠕工。匁燭する繰㈹融別轡繍蹴て見　敵鵡辮の蜥4・472s，29艦G・76
　るに、繰榊剛。於て前都儲よ職贋の腱　　支那鵡噺の蜥3・922糟　s・s’t°・s3
　に拘らずS分少く、聡物厳に於ては工匁4分少し。　　以上の結果よりh蜥iよ脂肪含有景趣めて多く之を搾

之腰するに、柳灘は柞騨F・比し製鰍勲結　購てli嬬辮得べく・航糊；して縣の覇綱或

果は励て麟良好なり。　　　　　　は繭の鱗欄として荊∫燃るものの如し・

柞翻製緬に就て　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　柞獄製懸藁と化畢

横山國次郎朝鮮中灘乏鋤回、・｛・．1－4」2　板蝋義鼠蜥27s・7－12頁・279・12r

（工駒、　　　　　　　　16頁・2S°・2°－24頁・2S1ζ脇2S即91窃）
本法は從來の力藤蒸繭灘撮らざる燥作頗る醐に　緒として亥酬欄い・・t｝幽・α・P・岬）と印度㈱

して1生産費を節約し、製陥を笹だ優良ならしむ…　　（A．myllila）に11概設し、著者が満餓中央試瞼所

縮罰。　　　　　　，　　に於て多糊禦襯徽のイヒ學的蹴燃礎とし



　第三三貌〕　　　　　　　　　　　　　絹縣錦1類（三磁とし・て野鍛）交闘1晋少鋒（1）　　　　　　　　　　　　　　　　・235

　　　　　　　　サ
て詳細に論蓮し、イヒ學的石圷銃：の必要を｝溌いたり。次　　　　　　　　　　　　　外暦　　　中1研　　　内層　　　粂1薩」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りげ
に内容の大要を摘録せ’tl・　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次　　　多vx　　　　　2）。1｝9　　　0．G5　　　0。6工　　　工．「TO

1．、原料繭に就て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜘鑑素　　　　18，12　　」．S．60　　18，53　　工S，1S

，1欄騨｝ヨ騨物の繊頁、氣鱒により’C・・i，E：．の”職　之舷ると柞灘漱誘ミ撒虹既し多勧鑛q願を含

に漱の脚鰍ぼす。今東ll嚇（鵬冠山徽）と　イ∫し・而も典の大部分は（5一鋤IJ）カノ・シウムに

四山繭（萬家嶺附近産）にイ寸研究したるに、東山繭　　　して・尿触鳴叉は炭艘卿とし’ご存左す。

は形＿般に大にして繭の　憾柵映オ・るの伽筋り。　　次に角柵不良なる繭と」購なるi紐の・1・・　I」シンの

酬繭は爾く淡告診臨茨羅，多けれ服、湘、［」　轍砒i鰍るに灘纈熊工糊％・撫1聴1醐％

繭麟しく赤臓伽・光ll激乏し訓‘山繭i、；：繭翻浜　にして鵬肋方多く轡・直4妙続姻圃・

めてJiノ：く、照、粥」1寵しく、f脳柄大なη。東　で1殿の1髄の如f・i」1・より・紛唖過’脈1縣瀕

山繭購轍聯ると鰍繍燗に釧：の側喩る　7・eともイ禰勧・鷲」肋異嫡によ囲・1調す
師｝醐備する。と軌。献繭の化腸珊嚇、裸　る渤鰍も鰐1きあIJ・細隙脚1！鰍妙なし・
詑示ナと、　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　叉繭履の外・「1㌧内暦のダ孫1酵によりても瀞解量に鷹是

　　捌媚鯛・　　」li川flli　幽繭　轟脇るものなリ・【魑・
　次　　　　　分　　　　　L79　　　　工．70　　　　　　　　　　　　外鷹　　lll壁　　1刎難

・イ了　　次　　。、9L　　（聯　　水ic　i’iS解する頒　 1，・：12　1・ti7　1・t’i7

エーテ，喉鮒勿　　0、43　　0部　次に藥品1調する作ll」は・繭の繊糸剛明湊纐砂｛

奈　kYL　聚　　澗　　1　S．1！，7　概分1・徹るものなり・
，持、湘けるラ蹄　　 1　，rt，。　　1．74，　脳糸二購「欧於1掲聯轍磯化一・1蠣く髄藺・

　練　　澱　　・m：　　　　コ6．81　　　1s、S3　　乾沁襲繭・㈱潰繭（工％蜘酸に24降芋間浸演し後充分水

nc　1・、　ft，、。て細i鯛囎西、哺に比し根焔酬　言1鯉競の）照㈱（燃濯年にて漁備臓
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　充分・水洗ひしたるもの）、　撒綜　（以上麟演ノ之び流白
のロ

鯛伽繭ばも不細勿嚇の齢．．凱焔も　の2工勲隷燃鍬たるもの）鮒分析1・た糊5
の麟らず、穴祇嘲査した鍬果，、よると繭　1：it次の肌・

鷹慈「騰鰐慧難諜‡簾：謙：霧　梱媚分中　齢甜1易織

なりo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j｝i乞　　燥　　詳爵f　　　　　　　：t・S7　　　　　　　0．4ぐ3　　　　　　18，01

　繭の色溜1、繭暦の∫，ヌ薄によりても繰綜威績に大な　　　　聡隈液繭　　　　　ヱ・45　　　　0，6⑪　　　　17潟6

る彬響あるものにして、本所にて試験せる尉「・果は、　　　　濃　　白　繭　　　　　Lt・20　　　　（｝・4S　　　　1．6・L3tr｝

1　、　鞭繭中麟蕩皮灘鱈　以圭。rN績警、り最初譲。より鑛㈱叢奨

百粒劇醐：ls．e）ze，，r）14L　1・z7・s　し、御、、カ・鰍幽、よりて樹脚繍軸神琶

岡懸儲：s・s7・s　t？・9　s．‘t・　・9：勿を融し完紬る梛ゆri　勺礎せti．繊蜘。

加嚥徽鵬33・1鋤繊　：．lg　IYfに於て、、慰螺肌た肪法。より繍しつ
樹、色澤別綜最を比較すると、白色に近きもの百粒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NあIJ。
醐し・辮8瓠髄誰脚匁・輔鱗6・s欺　繍用，｝、質、鱗繍度魂鱒に㈱じ、齢

’V・　　　　　　　　　　蹴ては幣に於て1甥を以・誠馳の藥品舳
殺嫌㈱嚇作により窺くる脚大幅も備　って繍蠣藩軋翻梗も、鱒の麟粥融

るも・脚・旗吟後醐蜘孝さた浦ならぬ・　繍蜘1，酬け、、、軸、灘儲号鱒の礁

2・難蹴て　　　　　　　　に於て仙曝恥鱒鋲し、纈翻i解る轍卜吟
　初め繭を構i成する化學的成分蚊蛋肉顔．成Fこ付論じ　．　後充分なる研究む要すo

柞鐡繭の鱗杯良なる酬ll割腰がセリシンのみ）’X　l’；，　t2，lkt品に就て

らず凶磯物・；∫馳不純9勿の解多き撒りと想儀　　柞圃綜の種駄糎識紘澱絡・購宗狐大繍
層し、繭暦を外、巾、内各履Fζ慨分し、含有次分及蚕　　　屑綜、控継螺につき睨明せ1）。製品の貰買、柞鉱綜

窺索を測定せり。即ち・　　　　　　　　の騰蜘ζつV・ても：’a・mbe　v。



236　　　　　　　　　　　　躍　　　綜　　　取　　　難’　器　　　　　　　　　　　（策炉1’岱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ
　以上の研究の結果よV薯麿の結論として詑載ぜる　　　3、練減の1巡減欺繊度の」勾一を圖る方法o

腱を抄鎌すれば次の如し。　　　　　　　　　　　　　　　蘇鼠黄度を細くして將1節を少からしむる力法。

（1）　繭に關する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　5、濃白を答易ならしめ染藩力を勘並することt｝

今製綜上よりみて最も糊醗るオ櫻lli繍働融　 o・・繍御毛猫を防ぐこと。

なる條件を漕括せぱ、　　　　　　　　　　　　　　　7・1侍有の臭氣な除去すること。

Z、綴の豊謙るe．E。　　　　　　　　獄漸測撒業の現～琳り｝ll…して（1，）イ締1鱒

2、繍麟色にして光澤に箭こと。　　　　｛lll脚調する研究・（2）繭鱗ゆ改撫Cり技
3N繭暦の解傍よろしきこと。　　　　　　　　　　　術傷良なる聴1二の餐成、（4）精練濃白に聞す祝1撃

4、綜條荊ll麗にして然も炮含・窪‘1：しきこと。　　　　　　　項等の研究は希紹して止まざるものなり0

5・繭暦の嗣難一なること。　　　　　　｛a藤農畢士の櫃臓製緬蹴て

鱗傭條堰期け魂繭形鰍嘘ふれ徽の　板玩義』噛三大辮糸2s9、噸σ91G）

如し・　　　　　　　　　佐断舷（燃葬郷）蹴肌そ轍、謬（1澱方
1・・軌るζと・花しく欄・近fiも・　T・　’th：　L　cli法），㈱し、、」蝋。購猟噺≧r醐欄｛

す・　　　　　　　　　肌、批魍る徽闘、融侃の’・、，・・J　c、

2濫繍播漕欝1撚窪繋原纒理謝騰
鯛とす、搬甥大・し・髄も。。蝦燃　’N　E｛・1細良漁「i糊乏騨Ilil醐1笹

なるも．のfs・IJ。　　　　　　　　　蹴即916）
・、色灘して銀醜財、もの。　　　鮒伽購撚・蹴礪娩る撒締ひ・蹴
4淋㈱撒…、徽漁、螂良とし融　せ猟懸醐・繭職端すご，vq　・fY｛て～k承観
鹸るを働・け．此。黒　。、右騨鶴灘、こ位融・く鵬せ・む・・と’・く鰍闘加し・作

比し優切。　　　　　　　　糠串翻拠しむる・と珊て・漁製徽於け
5、蝿少く、鰍。；IC、・、るもの1、之。反するも。　る改勲贈髄する・と珊る欄ふ・次に期

　よη解葡良好なり。　　　　　　　　　　　　　要貼を抄録すべし。

6、鮒駅奪勒にとむこと。　　　　　鷺妨法隊の2二鵬よ職る・
7、輔の徽せざる。と。　　　　　　卿珊本工柵・於ては矧£の如榊灘蹴
（2）繰齢る脇　　　　　　物㈱1聖雑癩㈱謙し講暦中に舗e－　e“

麟1難1謙諜欝讐鵠簿購簾輪灘馨糠二

1灘鰍欝・…J…’・・　響婆熱て・一一1…絡・

撒灘畿要，，，e　　　騨霧騰瓢鄭1需碁鰯島
・湘當。勤及鰍力腰す。　　　　と働の酬’とに依り纈を霞しく損駅しむる
・、斯な、太・、有。嗣緬。丸き腰す。　・となく・輔献鮪せる鞭物辮虫軋むる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と同時に繭履の内外膚詑して「i∫威均一1こ或る程度迄
7・鳴り（スクループ）を要す。
・湘勘殿及蜘骸贈。　　　　㈱ならし…　’i」IIふるにフオノレマリンの㈱ブコ1・’　｛R

9疎勧腰す。　　　　　’　1）　nUt　i：於け嶽黒脚鷹する1ζあり・
鱒備鮒蹴。み。，嫁騨F、継近く齢す　ec・3・二程本珊く於て醐ヒ2工程を糊焔

る齢るべく、欄細、削て眼，。多ゆ繍観購翻蜘く澱イヒ鱒艸に擁糊灘し・
附べし．以上の傑鰍蹴しす、るた群灘の研究脈繭跣翻こ㈱∫鮒せしむるにあり・

を要するもの次の如し。　　　　　　　　　　　　　　柞灘繭虚理に關する工場獣駿報告

1、懸條の抱合及光澤を佳良ならしむる方法。　　　　　水口蒋一一郎　満鐡中試報　第3韓の2v　245－2⑰

21綜の収縮性及手鯛の粗剛を防ぐ方法0　　　　　　　　3買（1916）
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＊曜繭の燃式に於ける最初に考慰れた勧混　轍繭の解含予蹴で

驚叢難粥趨鰯萎離眞明醐・雌報・49・・噸（・9・s）
・・揚的・繍娘他。瑚糞鮒ひた襯果、繰繊　欄薗瞬解庶翻撒び濫鰭前嚇徹燃
繍鰍斑屑物斑の　臓、k綜所描、附　らしむる伽2・肋慮疎螂巳搬るも助り・
・獅の徹噸鱒備。・黒占に於て、繊髄　榊瀞1繭の繍襖嫡燃
・れマ・・を轍して麟！す、方法繰も瀦と　1・解1の嫡による・

認めたり。　　　　　　　　　　我が國脚櫟・樫・撚1’1陶・て飼育せ舳の解

耀繭製綜・胱て @　　　　　　辮灸峯驚曹難馨欝勢誌響三襲禁
撒建也大灘288海一46頁（1駒　　蹴・も・・Cて・撫駄く樫、描謝。順働

從來貿瞼せられた方法叉は矧被郷法を捕鯨し・後　　　y。

瀦噺法と伽磯擁せむけ・　　・、欄囎鱗捌・1日頃脚、多鋤㈱泄
棘灘鞠麟（エ）薩禰勲暇し冶　し徽燃離しめ、胸灘プ、鋤ぐ、鮒

柑る鰍伽幾馳駄したる衡・・セー聡　 解戴嫡。
雄撒髄曝嫌を以て澱畔角司となる蝋　3、欄は糟・肌て。イブ財。醐肺。り
沸し・鰍に鯉㈱徽す・（2）繭粒繍髄　 ・・噴少く、伽不，＄、it物骸醐繭纐瞬曙
及囎幽継の齢液を以て鎚証！1！し・欺瀦嚇　　を鵬、1㈱を不欺らしむ。

度燦確轍し鰯す・　　　　　盛、齢・・”嚇する削、ず徽形磯が柞鎧繭隊
闘縣有鮒の撚（3）初癬∫嚥し・瀦の　螺繭砒し鰯く、盤蘭で、水の灘耀蘭

熟度に羅るや繰懸湯に少倣の淡酸瞥蓮祉溶解し、繰　　　　し。

織　　　　　　　　 次・棚繭嚥紬。2、、hTtillU3　tして訟鴨欄
諜既猟4）繭轍繍継喉灘1灘曜　弍識獄轍つ蜘・繍肛濃り．’（鱗す）

諜塁蹴’次麟嚇ζ爺るま蝋構礁㈱・於ける）
改良式方法（5）繭を轍に浸漬ナる。と＿夜に　マ＊’ヂ9・11・68頁（1933）

して・熾し、鞭化盤牲齢と蹴酸如アノし　欄渤製鋤・醐・朧駄つき繊し・本エ
カリ鮎鮒世る・・励・齢液を1抵て、更鴫　藁の鯉嫡襯・’たるものなり・

理し温湯にして繰懸す。　　　　　　　　　　　　　　満澗柞鷲繭繰懸に關する試藏

　実那弍方法（6）面域を遡堂の水に溶解したるも　　　井上柳柵　螺誌　7、1、23－26翼、2、97一

のを煮沸し・其の巾に繭を投じ煮ること約2～3分に　　　　1工3頁（1934）

して勘一牛を99－1・rr・蒸籠に移し」ゆ神は煮沸　瀦が昭秘年より昭和8年迄満鐡の翻を郵ケて柞

すること＋敬分にして蒸働ζ移す。vaに於て剛勲　 鐡繭繰椥翻する研究を行ひたる結果削縮せるも
補充し、更に繭を投じ煮沸すること2　一一3e分・にして　　　のなりo

前の蒸籠に移し煮繭燥作を終る。　　　　　　　　　　　先づ繭幡の化撃的研究を行ひ、繭の無槻成分、繭

次に煮繭湯舗の上部より注ぎ蒸すこと6～8時間　励扮の外暦及榊厨による瀬d構繭歴の漁水

にして、更に熱湯を注ぎ3～4時間にして蒸繭の操作　　　による浸臨物、繭暦の溶解鑑素最鯵詑明かにし、加

を終る。後一夜放観して繰懸す。　　　　　　　　　　腿したる揚合繭暦の溶解漿素癒の然らざる揚含に比

　弐に佐藤氏の改良製縣法を扱欝すると、　　　　　　し多きを認めv柞鐡繭の繰綜に加燃煮繭法を剛案

禰域或ぱ淡酸曹謹を主戒分とせる溶液を以て繭を塵　　　し、又凋特の況繰綜法詑考案しN之が質験的研究蚊

鯉し、特殊Z）蒸繭審を以て蒸し繰綜するものにして　　工揚試験を行ひた｝）。其の紬論を抄錬すれば次の如

共の聞佛越i特許’第55560擁rく見るが如き主趣を酉巳用　　　し。

したる慮理法1こしてs生謙の歩留をユ12％櫓加せし　　　本實験は紹費の關係上試験期日短き爲繰懸者の熟

め、綜質を良静ならしめ且生細媒白κより容易に　　練程凌猫不充分なりしも、大｛撫こ於て内地の隷瓢繰

娩色さt・・、純白色を得るの特長有りと、從つて生産　懸の得失を論じ得らるるものと思考せらる。

費もエ1・2％減ずるを得と藷則ふ。　　　　　　　1、原料繭の｛賭　　
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　内地に於て繰綜を行ふ場合には可成多額の費用が1　　ず。

淘費電る。例へば上田市に於て繰綜工場を設立し充　　柞騒繭の解會予法に就て

揚命・鵬勲酬偉睦岳城・・於てE［1？iA・し・㈱しそ貯　竹騰小。伽膿試lt・S．報。・、・－2順（・⇔36）

驚畿繍撫灘鷺；1黙鱗購部・研究・識蜥法螺
瀕は繭鰍り離。と・・i照激，。　　　し・之磁勅法及び鯨蹴せら＊1’　7：る方法批

此の歴糊馳に繰線1賜を1総する時劇・常｝・・不　騰撒したる糊脚搬告輪ものにして・顛腰

ff，iJなる虚なり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次の女llし0

2、繰　綜　法　　　　　　　　　　　　　　　　　　關農式解傍濯ξに」；る繭の塵理方法は先づ原料繭を

　繰綜法として多條繰綜と座繰とにつき實瞼したる　　　95変（（」）前後の温疹｝に浸漬しZO～15分間保臼儀1す。然

結果を比i絞するkC　i箭凝1訳後瀞に比し能率に於て勝　　　る1「睦は繊維を固蒲して繭形を維持せt，　・kリシン）石

れり。卯ち前者は畑繰綴ヒ1狐98払後靴瓢3匁　11t・LX・Jt．他の柵ゆ梯1；は榊1するを以て煮繭湯は茶

’tx”・蠕蜘斤髄る硬する費川移條繰織　褐鮭幣．itミるに鵬。脚綿剃蛙なり1総内磯

鰍に緻腰すること大驚を脈荊飲脳・然　氣副鰍し、」じ嚥紛購外に鋼せ酔齢水
咄來たる蠕の腋雌£徽比し靴く鰍な・了、1、、瀦す講礁醐馴てi髄刺・眺麟繭

翻雛警鰍蝋騰鍵昆畿湯・淑嫌阻鵡・・髄上購榊
に徽撒び繍肋燦ll、。於て雌鰍編鰍繰　ぱi檎内の繍は繍し融繭内蹴入す・斯く噺

総比し勝つてゐる。　　　　　　　び懲脇の漁蹴1倣近く1辻鋼し疎る後引
張力及翻咬に於ては爾湘｛1曙しき謝轍勘　 き捌撒・i・し・繍醐繊イ嚇渤・雲・湘榊に投

ず。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずo然る時1：埆轄鱗ll｝よEIら繭内に浸入しためにセリ

3、柞窟繭繰宗紅揚の｝鱗塾　　　　　　　　シンは内外よ揖勧鞭られ・繭翻軟柔軟となるを

　以ヒの紹濟絢試瞼り粘果より考繁する時は、獅ξ蹴　　　以一C　・一・定時間の後引琶揚けゴ繰懸す。面して湖酸化暫

製綜工揚を内地に設立する揚合に｛よ南満より内地に　　逮の濃度及びllさ澄時問は温度15度なれば0．1％撮一　　，

繭を楡逡する蓮賃は繭の1癬各と同等b或1よ少しく央　　20静間tL’以て遡欝とし、液灘30度なればα2％蓋1時lil1

棚上に謝る醐矧蔦激不1’iJな轍に・此の貼　，、て充刑邑鍛樋。

巖畿濃溜響諮響謬響洲騨・鰍・粒・鋼一・・蝋・鷹
關鮪購僻灘叩で非細昭和ノ画、於・・’ E・－Sltとす・

・脚。勲馳麟齢たり．鰍駆よ襯ま，llt；　煮繭麟黙てi’f　t・る輔搬孟1ける硬輝

年に於て5。。即・費却しf・，！たるを脈醐勲締，　容蹴木製の欄を”∫け・これF燃類を働1せぱ

比して同韓以上の個絡を有するものと儒ぜらる。然　　繭の容器に接醐する部分｝｝L一セリシンの溶解せらるる

しながら満洲よ｝）繭を邊ηて内；IUI　｛：於て繰綜する時　　こと少く解傍不良なtuぱなり9

は僅なる利益を認めうるのみなり。　　　　　　　fif　fc　mpの容器をf爽用する揚・合と錨～3嗣1晦に溶

　以上諸項を参照し一’C　”””慮する時は、作鎧繭の繰綜　　　液を艀かに1｛忌弾するを要す。

は安東縣或は其の欝岸の朝鮮滞洲地方にて水利の便　　　此の方法により腱理せる繭はケン・｝鴇式機械繰絡

ある虚を求め、繰綜騰は多條繰綜機1こより、繭は木　　機を使用し轡o

研究に働て得たる特許9欄繭劇！法によりて腱理　　次に此のゴ轍｝法による螂輔を昏緯繰縣磯を以て

し・後簾蝋職によη充分煮繭し、繰融は鰭　繰搬誠績興圭雛添ナと麺如し・

款響繰法　こと騨燃有1：・TJ　VI：　V　E繰繍麟騰講舗灘

　樹繰綜響にして熟練するに於て1認k産費を一層断　　足琵沓繰継機　　1。59　10．77忽　14S　　6。5n

下し、IOO斤の最低生産原慣は530圓（運賃加へざる　　普油繰綜【軽堵　1。70　　6。43　2。92　　3．33

揚含）となるこ捷示せり。炎れ1蜘ζ撫締の熟練　多條繰綜槻　O．49　5．80　ユ25　7．1⑪

によ”てはfr寸舞轍に有利なるものと謂はざるべから　　　　術柞澱紐iの張fill度、練滅寧を示すと、
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櫛㈱讐囎儲鱗響1：織纏鰹靴と゜
晒糊農式㈱綜　2・59厳　29，3；i・1．6ユ5　關糊㈱法の峡黙
　　己　　フ轡欄懸2・°i）2“31，．°9・26　工読欄。女，離だしく角皐糊蹴、勲㈱し
　　1薪面柞灘懸　　　2，招9　　　26　　80．O　．工1．02

　　、膿翻鰍。蜥　　　、　　継こと・
　　　・、㈱・隅期鴫蜘，ら、、。，。　　2疎つて談勒選別・鋤腰す・の鵬あ
　　12，繭を刺・殿ずる蝋矛の附練さS．．、u。　り・

　　　とo　　　’　　1”　　　　　　　　　　　　　滴洲柞翻製綜の現擬

　　i・課雛獅髄せる・と。　　．　　堤　y“灘9、・、・蝋（1V3・S）
　　み齢破娩る・と・　　　　　綱3年（り」（口tt　x［1：正1rtl竈）獅満if欄・灘綜の糊

　　臥樵不紺妙く細光融女陳㍑と。　　厭の姐。

1　縣　別　　工揚数　継槻数　　拠1涼数　　1癖｝に撒　非臓系継瀧高挽羽1三ll繭　　原料1腰高

・安MS縣　4・　779墜　G。8肇　699盒　r，ae，30×　44G85亀　、949摩

1鳳　蛾　縣　　　19　　、475　　　‘175　　　480　　　　3910　　　14995　　　　3128，
｝　　llilll　鰻　　1／／9，　　　　　7⑪　　　　　3078　　　　　252S　　　　　　30ξ56　　　　　　　103150　　　　　　5S442　　　　　　　　5223

i蕪河　縣　　　21　　U12　　m2　　　1102　　　69SOO　　4：S7r）S　　　3571
i復　　　縣　　　10　　　2236　　　1341　　　1700　　　120100　　　90280　　　　5530

　海城縣　　51　．211S　　740　　7・10　　712。0　　58960　　4275
・蕾ZF一縣　　11　2046　エ350　1359　　S備。　62SSO　　4597
　西　安　縣　　　　5　　　工30　　　工30　　　　語0　　　　％50　　　　工900　　　　　工2S
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コが　西　　畳1…　縣　　　　　　43　　　　　　14S4　　　　　　14S4　　　　　　　工670　　　　　　　　69000　　　　　　　35760　　　　　　　　3393

　　　資卜　　・°2・1　2。483　エ5247　’エ7239　110775。　8エ3633　59331

9」’伽國HH’噛幽’富…’”一”冒’’’’’’’’”ny“一’’”一一’卿’｝’甲一’”“’帰’冒▼”T’一閥【…閥…智”閥鴨胃”帽圏師「圏’冒b“’「’”’”’nyny「一”’””’”“’’’’’’’’’’’’”…’”叩「’h”…・

f一……・・一門・・…・…・…・…・…・………、＿．＿＿．．．＿．＿．＿

塞冷bクロールピクリン燐蒸及び湯熱による柞騒殺　　　　燃蒸室に利用し得る。

蝋法に關する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　9、聯繭は陽熱にても審易に殺蜥し秘る。

　　湯川秀夫満餓農試研時17、1－34頁（工93G）　　クロ剛ルビクリン瓦斯による柞翻殺踊に就で

1・浦洲燃鵬鋼醐欄殺虫・而法とし練繊　・翻1瞬娼酬麟3、・5S＿m4頁（・936）

伽一ビグリン燃法鵡熱糊法に鱒蹴　本論勲鞘麟膿寓撒櫛究噛鱒蜥載
　　せりb　　　　　　　　騰如晒・列囎徽繍・・よる撒繍法
黙満洲の欄繍鞘は脳繭な鰍薩戸殖　に關す研凱醐略岡勲るを脈雌，、は擁

　鰍し・晦繍に曝し蝋の凍殺を翫りつ覇る　も鱗す。
　　も苓年2－3劇、硲によりては7割内外褒蛾する遊．

二以て器先蒸殺法を行ふも炎費多く品質を低下す。

　3、零下工亨度以上．の温度にては殺蜥力疑はしく、零

　下20麦にても短時…口なれ・ば興の傘敬は死せずo

：4、　南満の冬挙の理ξ｝金は蒙受虫前プ」不充分なリo

、5、殺蜥法としてクロールビクリン爆蒸は簡便、確・

，賀であり繭質を損することなし。

，6、　琴詮繭iま1000立方尺の塞豊1く調’し藝幸膝薪隆O，6瓦丑、　2－一一3

　時間、秋繭は1．0適i、6晦間を最も適常とす0

　7、在來の蒸殺法に比し本法は13％除の利盆あり。

s・浦洲呵敢の癬紅場の建轍ま殆ど其の｛翻蜘


